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札幌農学校公文録と校裁録

開識社記録



凡

例

本
書
は
、
北
海
道
大
学
附
属
図
議
館
北
方
資
料
室
所
裁
の
札
幌
農
学
校
簿
警
(
文
護
綴
〉
よ
り
抜
粋
し
た
文
品
品
滞
在
中
お
と
し
、
伺
窓
所
絞
開
拓

使
関
係
外
混
入
護
衛

北
海

浮
所
蔵
開
拓
使
文
芸雲

省
府
文
芸警
お
よ
び

一
局
文
番
、
関
立
公
文
書
館
所
蔵
公
文
録
お
よ
び
公
文
煩
紫
、

そ
の
他
の
機
関
遊
び
に
個
人
所
蔵
史
料
等
を
合
わ
せ
、

記
、
問
問
識
社
記
録
を
採
録
し
た
。

編
年
に
配
列
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、

」
の
外
に
壬
申

a誌、
明
治
ム
ハ
・
七
年
目

こ
れ
ら
の
史
料
を
札
幌
農
学
校
史
料
付
お
よ
び
件
に
分
ち
、
問
問
治
一
一
一
年
以
降
明
治
一
八
年
ま
で
の
編
年
史
料
お
よ
び
壬
市
中
日
誌
、
明
治
六
・

七
年
日
記
は
札
幌
農
学
校
史
料
付
に
収
め
、
明
治
一
九
年
以
降
明
治
四

O
年
ま
で
の
編
年
史
料
と
関
議
手
記
録
を
札
幌
農
学
校
史
料
同
に
収
め

た
。
ま
た
札
幌
農
学
校
簿
議
名
目
録
を
札
幌
農
学
校
史
料
り
の
巻
末
に
付
し
た
。

各
文
書
の
一
連
番
号
お
よ
び
件
名
〈
表
題
)
は
編
者
が
付
し
た
。

各
文
蓄
と
関
連
の
深
い
文
警
が
一
件
文
護
と
し
て
簿
番
中
に
編
綴
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
付
の
見
出
し
を
つ
け
て
採
録
し
件
名
を
付
し
た
。

年
代
・
月
日
の
表
記
は
日
本
の
年
叫
す
を
用
い
た
。
明
治
五
年
以
前
は
陰
暦
を
使
用
し
、
欧
文
武
背
筋
等
の
西
洋
一
紀
年
は
陰
蹴
胞
を
織
っ
た
。
文
護

の
日
付
が
欠
落
し
て
い
る
場
合
は
、
件
名
の
下
に
〈
〉
に
入
れ
て
補
っ
た
。

各
文
蓄
の
出
胤
ハ
は
末
尾
に
〔

〕
で
示
し
た
。
出
典
の
略
記
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

北
海
道
大
学
的
属
図
案
聞
館
北
方
資
料
支
所
蔵
札
幌
幾
学
校
史
料
は
〔
幾

O
一
O
〕
と
し
、
番
号
は
文
議
所
収
の
簿
蜜
等
の
整
理
番
号
を
示

し
た
。

北
海
道
庁
所
蔵
開
拓
使
文
堂
開
・
省
出
川
文
書
お
よ
び
一
一
一
県
一
局
文
書
は
〔
道

O
五
七

O
一
ニ
〕
と
し
、
番
号
は
文
議
所
収
簿
蓄
の
簿
議
番
号
を

示
し
た
。

思
立
公
文
京
商
館
所
蔵
公
文
録
・
公
文
類
爽
は
〔
公
文
録
六

O

〕
・
〔
公
文
類
緊
一
一

i
一
一
九
〕
と
し
、
番
号
は
、
公
文
録
で
は
簿
問
の
諸

覧
請
求
番
号
を
、
公
文
類
緊
で
は
簿
冊
線
数
|
巻
数
を
示
し
た
。



北
海
道
大
学
附
属
関
設
館
北
方
資
料
室
所
蔵
開
拓
使
関
係
外
国
人
警
備
は
〔
ク
ラ
i
ク一一

と
整
理
番
号
を
表
示
し
た
c

そ
の
似
の
史
料
は
所
蔵
者
・
原
血
ハ
を
表
示
し
た
。

御
一
緩
教
師
書
館
は
涼
刻
と
し
て
翻
訳
文
を
採
録
し
た
が
、
時
弘
文
史
料
が
開
拓
使
関
係
外
泊
人
書
簡
に
存
在
す
る
も
の
は
、

〔農

O
六
O
(ホ

イ
i
ラ
i

一
九
〉
〕
の
よ
う
に
表
示
し
た
。
な
お
、
御
一
一
履
教
師
削
条
約
書
は
和
文
の
史
料
を
掲
載
し
た
。

文
番
中
起
案
に
関
わ
る
部
分
は
、
必
要
と
判
断
さ
れ
る
場
合
の
み
採
録
し
た
。

(2) (1 
表
記
は
原
則
と
し
て
イコ

ぎ
の
よ
う

あ
ザっ
か
ペコ

7こ

漢
字
は
当
用
漢
字
を
用
い
、
箆
(
{
品
J

・
俗
字
・
略
字
等
は
使
用
し
な
か
っ
た
。

変
体
仮
名
は
仮
名
に
改
め
た
。
た
だ
し
、
而
ハ
て
〉
、
者
ハ
は
〉
、
江
ハ
え
)
、
越
ハ
を
〉
、
茂
ハ
も
)
、
年
ハ
に
〉
等
は
、
小
字
を
も
っ
て
そ

の
ま
ま
使
用
し
た
。
ま
た
そ
光
、
ー
は
ト
キ
、
ト
モ
、
コ
ト
と
改
め
た
。

(4) (3) 

明
ら
か
な
誤
り
は
訂
正
し
た
が
、
意
味
の
汲
み
取
れ
る
も
の
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

字
句
に
疑
義
の
あ
る
場
合
は
、
〔
マ
マ
〕
〔

mw〕〔
X

X

/

誤
カ
〕
〔

x
x
脱
カ
〕
等
と
傍
記
し
た
。

(9) (8) (7) (6) (5) 

破
損
に
よ
り
判
読
で
き
な
い
場
合
は
、
己
口
を
入
れ
〔
破
損
〕
と
傍
記
し
た
。

ふ
ふ
蓄
・
加
筆
等
を
一
部
す
場
合
は
、
該
当
個
所
を
「

い
で
く
く
り
、

等
と
傍
記
し
た
。

抹
消
を
一
示
、
す
場
合
は
、
該
当
個
所
に
と
と
を
付
し
、
訂
正
字
句
は
本
文
右
側
に
小
字
で
示
し
た
。

句
読
点
・
傍
点
・
傍
線
は
原
文
通
り
と
し
、
一
平
か
な
・
片
か
な
の
混
用
は
改
め
な
か
っ
た
。

印

ハ
機
関
等
の
印
〉
と
し
、
写
し
を
一
示
す
場
合
は
小
学
で
印
と
し
た
。
刻
字
は
ハ
〉
内

印
設
は
、
実
物
を
一
示
す
場
合
は
⑪
ハ
偲
人
印
〉

に
示
し
た
。
花
押
も
ま
た
印
章
の
体
裁
に
倣
っ
た
。

(lq 

Z
な
ど
に
よ
り
貼
付
位
涯
を
示
し
、
文
書
末
尾
に
そ
の
文
章
、
な
掲
載
し
た
G

付
婆
・
下
、
げ
札
等
は
*

合
ザl
 
(
 
数
設
計
算
等
の
誤
り
は
、
そ
の
ま
ま
表
記
し
た
。

編
者
に
よ
る
注
記
は
、
該
当
個
所
に
〔
注
〕
と
傍
記
し
、
文
護
末
尾
に
記
載
し
た
。
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2 

明
治
一
一
一

O
年

43ラ

明
治
一
一
二
年

明

治

二
年

497 

明

治

三

三

年

5工7

明
治
一
一
一
四
年

535 

明
治
一
一
一
五
年

553 

明

治

三

六

年

573 

明
治
一
一
一
七
・
三
八
年
:

589 

明
治
一
一
一
九
・
四

O
年

問
問
泳
削
例

4
L

P
仁

ト

卜

レ

コ

コ

門
H
4
1
Jふ
ペ
ト
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解

説

761 

後

記

付

録

札
幌
農
学
校
簿
書
名
目
録
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i
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学
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北
大
百
年
史
札
幌
農
学
校
史
料
付

序凡
i7U 
明
治
一
一
一
・
四
・
五
年

明

治

六

年

明

治

七

年

明

治

八

年

明

治

九

年

明
治
一

O
年

明
治
一
一
年

3 

総
目
次

明
治
二
一
年

明
治
二
ニ
年

明
治
一
四
年

明
治
一
五
年

明
治
一
六
年

明
治
一
七
年

明
治
一
八
年

壬
中
日
誌

明
治
六
・
七
年
日
記



件

次

名

目

明
治
一
九
年

北
海
道
庁
官
制
抜
粋
(
内
関
連
第
六
号
)
〈
一
月
二
六
日
〉
j
i
-
-
3

校
務
分
担
に
付
達
ハ
コ
一
月

日
、ノ

米
国
滞
在
荒
川
重
秀
佐
藤
田
日
介
両
名
へ
魚
油
製
造
等

調
査
命
令
に
付
伺
ハ
三
月
一
七
臼
〉

化
学
科
教
科
書
購
入
目
録
進
達
の
件
全
一
月
二
二
日
〉
:
:
・
:
:
う

一ノ、
ア守

学
術
談
話
会
願
出
の
講
掌
貸
与
等
に
付
伺

(
一
一
一
月
二
四
臼
〉

ブ
ル
ッ
ク
ス
に
教
頭
心
得
申
付
の
儀
上
請

〈
一
一
一
月
二
九
日
〉

付
右
に
付
内
閣
指
令
書
送
付
〈
明
月
二
八
日
〉

:
:
:
:
j
i
-
-
-
6

農
園
地
及
び
畜
類
返
納
に
付
伺
(
一
一
一
月
〉

校
長
委
任
条
項
制
定
の
達
ハ
閥
月
九
日
)

教
頭
心
得
の
職
務
に
付
申
入
(
四
月
九
日
〉

卒
業
生
を
北
海
道
吏
員
に
充
て
る
儀
伺
(
四
月
一
一
一
日
〉

:
:
:
9 3 4 5 

止
に
関
す
る
上
請
書
に
追
加
の
件
取
計
方
依
頼

(
四
月
一
五
日
〉

私
費
卒
業
生
進
退
に
付
上

元
教
頭
ク
ラ

i
ク
死
去
に
付
記
念
式
等
施
行
の
伺

〈
五
月
二
日
〉

互王

宮
部
金
吾
渡
瀬
定
一
一
一
郎
米
国
へ
留
学
の
儀
上
請

一日〉

付
卒
業
生
米
国
へ
留
学
の
儀
に
付
上
請
(
四
月
一
一
一

O
日
)
:
:
:
日

校
則
改
正
に
付
伺
(
五
月

γ
・

緋
研
究
の
た
め
の
出
張
旅
費
に
付
開
合
ハ
六
月
三
O
日
)
:
:
・
泊

佐
瀬
辰
三
郎
助
教
と
し
て
採
用
の
儀
上
請

(
八
月
五
日
〉

フ守

プu

長
途
行
軍
諜
泳
術
演
習
概
則
制
定
の
伺
(
八
月
六
日
)
j
i
-
-
-
M
7

化
学
科
に
定
量
分
析
新
設
に
付
呉
議
中
入

(
八
月
一
日
)

ノ、

巨豆1

農
園
地
の
内
約
一
一
二

O
万
坪
引
渡
の
儀
伺
(
八
月
〉
:
:
-
i
・e
・-
n

農
芸
化
学
講
義
内
容
通
知
等
の
件
〈
九
月
七
日
〉
'

農
産
製
造
法
に
代
え
て
農
芸
化
学
新
設
に
関
し
異
議

申
入
ハ
九
月
一

oa〉

(
間
四

定
量
分
析
講
義
担
当
了
承
の
件
(
九
月
一
六
日
〉

米
国
農
学
校
の
景
況
及
び
札
幌
農
学
校
組
織
改
正
の

9 9 10 11 19 20 22 24 ヱラ



6 

意
見
(
佐
藤
田
日
介
復
命
書
草
稿
)
〈
一
一
月
)

札
幌
農
学
校
官
制
(
勅
令
第
八
悶
号
〉
(
一
一
一
月
二
八
日
〉
:
:
:
:
付

明
治
二

O
年

六
四
十
七

農
学
校
所
属
札
幌
農
芸
伝
習
所
経
費
に
付
上
請

ハ
一
月
一

O
日
)

六
四
八

カ
ザ
タ

l
叙
勲
及
び
教
授
採
用
の
儀
山
中
入

ハ
一
月
一
七
日
〉

百
五

校
費
生
及
び
農
芸
伝
習
科
設
置
の
儀
上
請

ハ
一
月
二
二
日
〉

付
右
に
付
内
閣
書
記
官
上
申
ハ
一
互
支
日
〉

広
井
勇
太
田
稲
造
助
教
採
用
及
び
ド
イ
ツ
留
学
の
儀

上
諸
ハ
一

付
右
に
付
内
閣
総
理
大
臣
へ
上
請
(
一
月
二
一
一
一
日
〉

:
j
i
-
-
-
P

開
識
社
開
会
日
の
門
限
外
出
入
に
付
願
書

〈
一
一
八
日
)

育
種
場
内
水
田
貸
与
に
付
伺
ハ
一
一
月
二
八
百
)

ス
ト
ッ
ク
ブ
リ
ッ
ジ
雇
継
に
付
申
入
ハ
一

八
日
)
j
i
-
-
・
日

広
井
勇
太
田
稲
造
留
学
心
得
方
訓
令
(
三
月
三
日
)
j
i
-
-
:
:
日

明
治
一
九
年
度
事
業
報
告
提
出
の
件
。
ニ
月
七
日
〉

:
j
i
-
-
-
M 25 47 47 49 50 51 ラ252 

教
職
員
叙
任
等
通
知
ハ
一
一
一
月
一
一
一
一
五
)

59 

札
幌
農
学
校
校
関
空
一
月
一
一
一
一
一
日
〉

穴
一
品
八

官
制
改
革
に
よ
り
教
頭
代
理
魔
止
の
儀
通
知

(
一
二
月
二
五
日
)

貸
費
減
額
の
旨
学
生
へ

67 

農
芸
伝
習
科
入
学
試
験
に
付
各
郡
区
役
所
へ
依
頼

ハ
四
月
一
臼
)

ーノ、
バー/、

の
た
め
復
習
講
堂
借
用
願
出
に
付
何

(
四
月
一
四
日
〉

農
閑
監
督
及
び
顧
問
任
命
に
付
通
達
ハ
四
月
一
一
一
一
日
〉
:
・
:
:
:
匂

ス
ト
ッ
ク
ブ
リ
ッ
ジ
に
北
海
道
庁
化
学
師
嘱
託
の
件

ハ
四
万
一
一
七
日
〉

六
六
四

ス
ト
ッ
ク
ブ
リ
ノ
ッ
ジ
増
給
一
渥
一
継
の
件
(
四
月
二
九
日
γ
:
:
:
:
匂

農
芸
伝
習
科
生
徒
契
約
書
制
定
に
付
伺
(
匝
月
一
一
一
O
臼
)
:
:
:
匂

農
芸
伝
習
科
実
習
規
則
制
定
の
達
ハ
五
万
二
日
〉

70 

尖山〕

農
芸
倍
習
科
学
業
課
程
制
定
の
達
〈
五
月
一
二
日
〉

72 

六
六
八

ヰミ予

5野
δ牛
日徒
〉卒

業
後
の
専
修
:ヲじ

科
揺
出
の
件

74 

、一、し
乙
ノ
ゴ

明
治
一
一

0
年
度
経
費
予
算
通
達
ハ
六
月

74 

(
七
(
〕

農
学
校
卒
業
生
工
科
大
学
入
学
依
頼
に
付
回
答



7 

(
六
月
一

O
日〉

付
農
学
校
卒
業
生
帝
国
大
学
無
試
験
入
学
に
付
依
頼

ハ
五
月
二
八
日
〉

ノ、

ー口

校
長
限
り
処
分
事
項
制
定
の
件
企
ハ
万
二

O
臼〉

:
:
:
j
i
-
-
r
m

予
備
科
課
程
制
定
の
達
〈
七
月
九
臼
〉

:
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
・同

農
芸
伝
習
科
員
外
給
費
生
募
集
の
犠
何
(
七
月
一
九
日
〉
:
:
:
同

付

の
件
許
可
(
七
月
一
一
二
日
〉
:
:
・
j
i
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
:
・:同

(
七
回

卒
業
後
の
身
分
進
退
に
関
す
る
校
則
追
加
の
件

ハ七月一一一一一日〉

数
学
物
理
学
英
語
教
師
米
国
よ
り
一
震
入
の

ハ
八
万
一
八
日
〉

(七六

山
口
彦
次
郎
へ
画
学
授
業
嘱
託
の
儀
伺
〈
八
月
二
O
R
〉
:
:
:
お

付
右
の
件
許
可
〈
八
月
一
一
一
一
日
〉

穴七七

農
工
向
学
科
課
程
及
び
時
間
割
制
定
の
達

ハ八月一一一

o
a〉

六
七
八
乗
市
内
実
習
及
び
農
芸
伝
習
科
演
習
等
の
分
担
に
付
上

山
中
ハ
九
万
一
一
一
日
〉

穴
山
元

物
理
学
数
学
英
文
学
教
師
選
挙
方
に
付
伺

ハ
九
月
二
八
臼
〉

付
右
の
件
許
可
(
一

O
月
一
二
日
〉
:
:
・
:
j
i
-
-
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:師 75 75 79 79 

(
八
口

ミ
ソ
マ
ッ
プ
開
墾
着
手
の
儀
伺
(

O
月
二
六
日
)
:
:
:
:
:
:
泌

ン、
./~ 

助
教
訓
導
等
定
員
制
定
の
件
(
一
一
月
五
日
)
:
:
j
i
-
-
・::わ

農
芸
伝
習
科
生
徒
試
作
の
儀
何
(
二
月
八
日
)
:
:
j
i
-
-
・:匂

、
ル
ト
ン
・
へ

I
ト
条
約

'" 
一月一一一一一日〉・
::-ji---出

六八四

札
幌
農
学
校
一
覧
出
版
の
儀
伺
(
一
二
月
一
一
二
日
〉

j
i
-
-
・:卯

付
右
の
件
許
可
ハ

月
二
六
日
〉

91 

(
八
五

卒
業
生
人
名
族
籍
宿
所
及
び
職
業
謁
(
一
一

O
年
カ
〉

:
j
i
-
-
-
炉

(八六

札
幌
農
学
校
一

0
年
間
収
入
予
算
調
会
一

O
年
カ
)
:
:
:
:
:
:
舛

明
治
二
一
年

(
八
八

O
J
 

O
 

入
学
受
験
者
仮
入
学
許
可
の
儀
伺
ハ
一
門
月
二
八
口
μ
)
:
j
i
-
-
:
m

研
究
生
帝
国
大
学
へ
入
学
の
件
認
可
(
二
月
一
五
日
〉

j
i
-
-
町

予
備
科
後
期
授
業
時
間
割
通
達
ハ

月
二
一
一
臼
〉

本
科
後
期
授
業
時
間
部
通
達
三
月
一
八
日
〉

(
八
九

(
九
(
〕

付
研
究
生
一
名
帝
国
大
学
へ
入
学
の
儀
伺

ハ
一
二
万
一
九
日
〉

/、

ブし

。

校
長
限
り
処
分
事
項
追
加
に
付
達
〈
二
月
二

O
日
)
:
j
i
-
-
:
叫

ノ、

ブし

師
範
学
校
よ
り
申
出
の
英
語
教
授
嘱
託
に
付
回
答

(
七
月
一
二
日
〉

103 
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ブ
ル
ッ
ク
ス
叙
勲
の
儀
上
請
(
七
月
九
日
)

(
九
閥

病
畜
治
療
所
設
置
に
付
何
(
七
月
九
日
)

独
逸
学
研
究
会
開
催
の
た
め
教
場
借
用
願

(
八
月
八
日
〉

外
留
人
教
師
雇
入
方
に
付
伺
〈
八
月
一
五
日
)
j
i
-
-
:
:
:
:前

(
九
七

本
科
及
び
予
備
科
前
期
授
業
時
間
割
通
達

〈
八
月
一
一
一
一
日
)

〈
九
八

生
徒
織
田
恭
也
外
一
名
旅
行
願
出
に
付
伺

〈
九
月
一
七
日
〉

ノ、

プu
ブし

北
海
道
拓
地
殖
民
の
要
務
に
付
長
官
訓
示

(一

O
月
一
一
一
日
〉

助
教
広
井
勇
帰
朝
命
令
に
付
上
申
(
一

O
月
一
五
日
〉

j
i
-
-
・山

外
国
人
教
師
一
感
入
に
付
米
国
陸
奥
公
使
よ
り
回
答

2
0月一一
O
日〉

七
(
)
四

2
 

ア

l
サ

1
-
A
・
ブ
リ
ガ
ム
条
約
書
〈
一

O
月
二
九
日
〉
:
:
:
川"、ノ。。

U
O五

授
業
時
間
割
改
正
の
通
達
〈
一

O
月一一一
O
日
)

学
問
地
下
付
上
諸
(
一
一
月
一
九
日
〉
:

教
授
定
員
に
関
し
官
制
改
正
の
儀
上
請

(
一
二
月
一
五
日
)

宮
部
金
吾
留
学
中
の
状
況
報
告
及
び
帰
国
旅
程
に
付

願
出
等
の
件
(
一
一
一
月
一
一
一
一
日
〉

104 104 107 IIO II8 120 

七
(
)
』
〕

北
海
道
殖
民
地
に
農
学
校
を
必
要
と
す
る
の
意
見

ハ
佐
藤
岡
田
介
草
稿
一
一
一
年
)

七
(
)
八

一年〉

:
j
i
-
-
:・j
i
-
-
-
M

現
治
ニ

O
年
農
芸
伝
習
科
業
務
成
績
報
告
会
一
一
年
)
:
:
:
:
明

明
治
一
一

O
年
農
国
事
業
報
告
(
一

七
(
)
九

明
治

ぺコ

くコ

本
科
予
備
科
後
期
授
業
時
間
割
に
付
伺
ハ
一
月

八
日
〉
:
:
:
明

イコ

教
授
定
員
に
関
す
る
官
制
改
正
の
件

(
勅
令
第
四
号
〉
ハ
一
月
一
九
日
〉

寸二コ

留
学
生
宮
部
金
吾
帰
朝
に
付
上
請
。
一
月
六
日
γ
:
j
i
-
-
:・市

寸ニコ

同
窓
会
発
行
雑
誌
に
農
学
校
関
係
記
事
掲
載
の
件
願

(
一
一
月
一
二
日
〉

ぺ二2

12:9 

土
木
学
講
師
嘱
託
の
犠
伺
(
二
月
二
ハ
日
〉

j
i
-
-
j
i
-
-
:出

tコ
ヨ玉

札
幌
農
学
校
沿
革
略
(
二
月
一
一
二
日
)

イコ

農
芸
伝
習
科
入
学
志
願
者
に
付
問
答

日
)
:
:
:
:
均

付
農
ザ
一
戸
伝
習
科
に
屯
田
兵
一
一
名
入
学
志
願
に
付
照
会

(一一一月一一一一日)

部
一
七

学
生
貸
与
金
減
額
の
件
認
可
(
二
一
月
二
七
日
)
:
i
i
・e
・-:::耐

付
学
生
貸
与
金
減
額
の
儀
伺
(
一
一
一
月
二
二
自
)
:
・
・

:
j
i
-
-
-
m

明
治
一
二
年
度
事
業
功
程
材
料
送
付
の
件

士三

/'-
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(
四
月
二
日
〉

ぺコ

ブじ

獣
医
生
養
成
に
付
申
入
ハ
四
月
一
六
日
〉

:
:
:
j
i
-
-
:
j
i
-
-
-
均

農
学
校
収
入
金
交
付
の
件
認
可
(
四
月
二
九
日
)
:
j
i
-
-
:
:
中

付
農
学
校
収
入
金
交
付
の
儀
上
申
(
四
月
二

O
日
)
:
:
j
i
-
-
m

荒
蕪
地
交
付
の
件
仮
使
用
許
可
(
五
月
一
一
日

γ・:
j
i
-
-
:
j
m

付
荒
蕪
地
一
一

O
万
坪
交
付
の
儀
上
請
(
四
月
一
五
日
〉
:
;
:
中

病
巡
回
治
療
養
支
な
き
旨
回
答
(
五
月
一
一
日
〉

:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
巾

付
農
学
校
に
お
い
て
病
畜
治
療
に
付
何
(
四
月
二
九
日
)
:
:
:
巾

人
民
に
払
下
用
種
子
物
譲
受
方
依
頼
〈
五
月
二
一
日
〉

-
j
i
-
-
m

二
年
生
千
歳
へ
植
物
学
実
習
旅
行
の
件

2
ハ月一一一日〉・

:
:
j
m4・

屯
田
兵
条
例
改
正
の
件
(
六
月

七
日
〉

屯
田
兵
士
官
養
成
に
付
官
制
改
正
の
儀
菓
請

〈
七
月
八
日
〉

屯
白
兵
条
例
改
正
の
件
(
勅
令
第
一

O
二
号
〉

(
七
月
二
九
日
)

札
暁
農
学
校
宮
制
改
正
の
件
(
勅
令
第

〈
八
月
一
七
日
〉
:
:
:

O
五
号
〉

幌
別
郡
字
サ
ッ
チ
ナ
イ
鹿
野
の
内
本
校
属
地
へ
下
付

上
語
(
八
月
一
一
一
O
臼
〉
:
・
:

札
幌
農
学
校
校
則
改
定
の
件
〈
九
月
一
九
日
)

175 17ラ177 

兵
学
科
仮
入
学
生
到
着
に
付
副
申
(
九
月
二
四
日
〉
:
:
:
:
:
:
説

付
兵
学
科
仮
入
学
者
試
験
成
績
等
報
告
(
九
月
一
一
一
日
〉
:
:
:
耐

兵
学
科
別
科
生
手
当
金
に
付
上
請
(
九
月
一
一
一

O
日
)
:
・
ji---
均

校
費
生
辞
令
交
付
に
付
伺
(
一

O
月
閥
日
)
j
i
-
-
i
j
i
-
-
-
均

新
渡
一
戸
稲
造
留
学
延
期
願
(
一

O
月
二
五
日
〉

:
-
J
J
・-:均

付
新
渡
戸
稲
造
留
学
延
期
及
び
取
調
事
項
等
命
令

会
一
一
一
一
年
一
月
二
五
日
〉

学
士
称
号
に
関
す
る
指
令
書
送
付
の
件

(一

O
月一二

O
臼〉

付
学
士
称
号
使
用
に
付
上
市
中
(
九
月
二

日
¥J  

188 

学
士
称
号
に
付
明
治
二

O
年
以
降
の
卒
業
生
へ
通
知

案
伺
〈
一

O
月
一
一
一
一
臼
)
・

七
回
。

月
一
日
)
:
j
i
-
-
:
:
・均

卒
業
生
任
用
法
制
定
の
儀
葉
請
(
二
月
一
一
一
一
日
〉

:
j
i
-
-
:
明

付
属
開
墾
地
へ
小
作
人
記
置
の
件
許
可
(
一
一
一
月
五
日
)
:
:
:
叩

付
付
属
地
へ
小
作
人
配
置
の
犠
伺
〈
一

O
月
)
:
:
j
i
-
-
:
:
-
m

舎
則
及
び
学
生
生
徒
心
得
等
通
知
(
一
二
月
二
日
〉
:
:
:
:
叩

級
長
部
長
認
許
に
付
何
ハ
一
一
一
月
一
一
一
日
〉
明

卒
業
生
使
用
の
件
(
効
今
第
二
二
七
号
)

(
一
月
二
五
日
)

兵
学
科
別
科
生
入
学
に
付
申
入
ハ

イコ
巨耳
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明
治
二
一
一
一
年

伝
習
科
講
堂
貸
与
の
儀
何
(
一
月

日
'-/ 

200 200 200 199 199 1ヲ9

。
日
)

七
四
四

付
属
地
上
請
の
件
許
可
ハ
二
月
五
日
)

付
付
属
地
と
し
て
土
地
編
入
の
儀
上
詰
〈

七
四
五

本
校
属
地
へ
土
地
編
入
の
儀
上
請
(
二
月
六
日
〉

付
右
の
件
許
可
(
一
一
月
一
七
日
〉

也
四
六

予
科
生
徒
寄
宿
舎
新
築
に
付
上
請
(
二
月
七
日
〉

七
四
七

憲
法
発
布
記
念
会
の
た
め
演
武
場
貸
与
に
付
伺

ハ
二
月
一

O
日〉

七
間
八

教
官
会
議
細
別
制
定
に
付
達
公
一
月
二

O
日
)

七
四
九

学
生
農
業
実
習
に
つ
い
て
の
ブ
リ
ガ
ム
の
提
案

(
一
二
月
一
一
一
一
日
)

七
十
品
(
)

2
 

2
 

同
窓
文
学
会
町
会
所
借
用
願
に
付
回
答
(
一
一
一
月
二
九
日
)
:
:
:
明

教
授
助
教
定
員
改
定
の
件
。
ニ
月
二
七
日
〉

寸コ
互ヨ己

付
向
窓
文
学
会
町
会
所
借
用
に
付
添
市
中
案
伺

一八日〉

回、ノ0
 
2
 

農
閣
内
水
間
貸
下
地
一
部
返
納
に
付
伺
〈
四
月
二
日
〉

j
i
-
-
M

勺
J0
 
2
 

付
水
田
貸
与
命
令
書

202 20I 

学
田
地
下
付
に
付
通
達
ハ
四
月
二
九
日
〉

:
:
i
j
i
-
-
:
:
:
:
i
d

月
二

O
日〉・
:
:
j
i
-
-
:
:が

付
学
問
地
下
付
の
犠
上
請
ハ

明
治
一
三
年
度
卒
業
功
程
報
告
材
料
開
答
の
件

(
五
月
二
日
)

七
五
五

予
科
後
期
試
験
時
間
舗
に
付
伺
(
六
月
五
日
〉

211 

北
海
道
庁
所
管
学
校
高
等
官
進
退
に
付
請
議

ハ
八
万
一
一
一
一
日
〉

214 213 213 213 

付
右
に
付
指
令
(
九
月
一

日
Lノ

兵
学
科
卒
業
証
書
の
件

一
川
(
八
月
一
一
一
一
口
じ

付
兵
学
科
卒
業
証
書
に
付
伺
〈
八
月
二
二
日
〉

七
五
八

土
木
学
土
杉
文
一
ニ
を
教
授
に
任
用
の
犠
上
申

ハ
八
月
一
一
一
一
白
〉

214 

七一気

陸
軍
各
氏
(
科
現
役
士
官
補
充
条
例
改
正
の
件

〈
勅
令
第
一
八
四
号
)
(
八
月
二
九
日
〉

214 

七
六
(
)

陸
軍
予
備
後
備
将
校
補
充
条
例
改
正
の
件

(
勅
令
第
一
八
六
号
〉
(
八
月
二
九
日
〉

七
…
(

園、J2 

0
月
三
日
〉
:
:
・
:
:
吋

O
月〉

:
j
i
-
-
:
:
町

病
音
治
療
廃
止
の
犠
伺
(
一

O
月
一
面
白
)
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:川

校
則
第
五
一
条
に
付
何
の
件
認
可
ハ
二
月
一
五
日
〉

:
:
:
:
-
M

、
ル
ト
ン
・
へ

i
ト
一
廃
継
の
件
許
可
ハ

付
ミ
ル
ト
ン
・
へ

l
ト
麗
継
の
儀
伺
〈



II 

付
校
則
第
五
一
条
予
科
生
退
学
に
関
す
る
件
伺

〈
一
月
一
一
一
一
日
〉

助
教
以
下
定
員
等
に
付
官
制
改
正
の
儀
具
状

ハ
一
一
月
一
七
日
)

マ〆2
 

付
札
幌
農
学
校
官
部
改
正
に
付
照
会
(
九
月
一
七
日
)
:
:
:
:
ポ

帝
国
議
会
開
問
毘
祝
賀
会
開
催
願
に
付
何

(
一
一
月
二
六
白
〉

七
六
六

(
一
二
月
一
日
)

勅
語
奉
読
式
挙
行
に
付
通

明
治
二
四
年

七
六
七

吋

32
 
2
 

博
物
学
会
設
立
に
付
教
室
借
用
願
ハ
一
月
一
一
一
一
日
)
j
i
-
-
・叫

札
担
農
学
校
官
制
改
正
の
件
〈
勅
令
第
六
号
〉

三
月
一
一
四
日
〉

農
芸
伝
習
科
規
則
改
正
に
付
伺
〈

月
七
日
〉

七
六
八

七
六
九

七
七
(
)

A時目

新
渡
一
戸
助
教
教
授
に
任
叙
の
儀
具
状
(
三
月
六
日
)
j
i
-
-
・
:
均

農
芸
伝
習
科
学
資
支
給
金
額
改
正
に
付
上
山
中

〈一二月一

O
日〉

明
治
二
三
年
景
況
報
告
。

八
日
〉

イコ ペコ
ペコ ペ二三

七
山
〕
四

教
授
及
び
助
教
以
下
事
務
員
俸
給
逓
減
の
件

。
二
月
二
五
日
〉
・
:
:

札
幌
農
学
校
教
官
俸
給
の
件
(
勅
令
第
四
一
号
)

220 219 229 230 

(
閏
月
一
一
日
〉

230 

校
出
改
正
壮
一
す
に
関
す
る
教
官
会
議
議
事
要
領

〈
四
月
二

O
日
)

七
七
一
(

夕
張
学
白
地
地
所
確
定
の
儀
上
申
(
五
月
二
九
日
〉

:
j
i
-
-
・叩

本
科
学
生
私
塾
等
で
の
教
授
方
禁
止
の
達
ハ
五
月
)
j
i
-
-
:
叩

七
七
山
〕

京
〕
八

校
則
改
正
に
関
す
る
各
科
委
員
会
議
事
要
領

(六月一一一日〉

234 233 232 232 

付
一
校
名
改
正
に
付
上
申
(
二
月
一
二
日
〉

付
一
一
校
則
改
正
に
付
上
申
ハ
二
一
月
二
ハ
日
〉

七
七
九

予
科
課
程
改
正
の
儀
伺
(
七
万
一

O
臼〉

札
幌
農
学
校
官
制
改
正
の
件
(
勅
令
第
一
回
二
号
〉

(
七
月
二
四
日
)

237 

七
八
口

べ二三
/'-

札
椀
農
学
校
高
等
官
俸
給
の
件
(
勅
令
第
一
四
一
一
一
号
〉

〈
七
月
二
朗
日
〉

七
八
四

予
科
卒
業
生
の
資
格
に
付
指
令
〈
八
月
三
一
日
〉

:
:
j
i
-
-
:
ポ

付
予
科
卒
業
生
の
資
格
に
付
上
申

2
5
一
九
日
〉
:
・

j
i
-
-
引

佐
藤
田
岡
介
校
長
心
得
任
命
に
付
届
(
八
月
一
七
日
〉

:
j
i
-
-・叩

農
学
教
師
米
国
よ
り
麗
入
に
付
上
申
(
九
月
一
八
日
〉
・
:
:
:
:
叩

農
工
両
学
科
課
程
改
正
の
儀
伺
(
一

O
月
二
日
〉
:
:
:
:
:
・
坤

七
八
況

七
八
六

北
海
道
庁
技
手
小
園
虎
五
郊
外
ニ
名
へ
講
師
嘱
託
依



12 

頼
に
付
問
答
(
二
月
四
日
〉

明
治
二
五
年

ぺコ
F'-
寸二三

月

ハ
日
)

七
八
八

学
芸
会
の
演
武
場
借
用
願
に
付
伺
(
臨
月
八
日
〉

七
八
九

に
付
伺
ハ
五
月
一
六
日
)

高
知
県
立
法
学
校
卒
業
生
の
民
芸
伝
習
科
入
学
に
関

し
依
頼
(
六
月
一
一
二
日
)

→ニ
ブ10

屯
田
兵
予
備
下
士
官
入
学
取
止
の
旨
通
知

(
七
月
一
九
日
)

ミ
ル
ト
ン
・
へ

l
ト

上
(
七
月
二
九
日
〉

。
尽
J2
 

0
 

戸、ノ2
 

0
 

倒、ノ2
 

卒
業
生
調
送
付
の
件
(
一

O
旦

ニ

日

〉

叩

兵
学
科
別
課
卒
業
生
前
等
送
付
の
件
(
一
口
μ

〉
:
:
:
ポ

七
九
六
学
生
生
徒
御
真
影
拝
賀
に
付
回
答
ハ
二
月
二
日
)
:
:
:
:
:
:
均

付
学
生
生
徒
御
真
影
拝
賀
に
付
照
会
ハ
二
月
一
一
日
〉
:
:
・
:
:
均

屯
閲
兵
下
士
官
養
成
に
関
す
る
官
制
条
文
削
削
除
に
付

回
答
(
一
一
月
一
八
日
〉

付
ミ
ル
ト
ン
・
へ

i
ト
服
務
事
績

本
科
卒
業
生
採
用
に
付
上
申
(
九
月
)

七
九
四

が
ん
五

O 
H 

七九七

244 248 247 247 249 249 

イコ
ブし
ノ六、

明
治
二
四
年
景
況
報
告
ハ

一
条
後
段
削
除
に
付
照
会
(

月

臼
¥J  

月

七
日
¥--' 

261 260 

付

七
九
九

札
眠
農
学
校
に
特
別
会
計
法
適
用
に
付
佐
藤
校
長
心

得
意
見
書
草
稿
(
二
五
年
〉

明
治
二
六
年

八
C
O

校
費
生
選
抜
及
び
解
除
に
付
伺
ハ
一
月
二
ニ
日
〉

:
:
j
i
-
-
i
m

同、ノ
同
/
2
 

ハ
二
月
八
日
〉

明
治
二
五
年
景
況
報
告
(
二
月
一
日
〉

八
口

予
科
教
官
会
議
議
事
録
。
一
七
日
)
j
i
-
-
:
:
:
j
i
-
-
:
:
均

教
官
会
議
臨
時
総
会
議
事
要
領
(
二
月
二
七
日
γ
-
j
i
-
-
:
:
・必

卒
業
生
官
吏
採
用
俸
給
の
件
〈
一
二
月
二
日
〉

:
j
i
-
-
j
i
-
-
:湖

付
右
に
付
閣
議
会
一
一
月
八
日
〉

八
C
凶

本
科
卒
業
生
判
任
官
に
採
用
の
資
格
等
の
件

。
ニ
月
二
日
〉

290 

札
幌
同
窓
会
最
圏
第
一
間
報
告
(
抜
粋
)

(
五
月
一
五
日
)

(
五
月
二
五
日
)

ーハツ2
 

可
ノ

:
:
;
:
:
x
 
吋ペ
J

日
〉
:
:
:
:
・
抑均/ー弓4J

八
口
八

^ 
Cコ

予
科
一
年
級
生
徒
不
招
募
に
付
上
申
(
五
月

要
録
ハ
七
月
六
日
)

八
口
九



'3 

ノ1

ブ
リ
ガ
ム
解
雇
の
儀
上
申
(
七
月
一
ニ
O
B〉

J'-. 

札
幌
農
学
校
教
授
官
等
俸
給
の
件
ハ
勅
令
第
九
五
号
〉

(
九
月
八
日
〉

^ 

四
日
¥ノ

320 320 320 

傍
聴
生
入
学
許
可
に
付
何
(
九
月
九
日
〉

J'-. 

gg 

兵
学
科
概
要
に
付
回
答
(
九
月

ノ1

2王

札
幌
農
学
校
文
部
省
に
直
轄
及
び
特
別
別
会
計
施
行
の

件
(
九
月
二
一
日
)

八
一
一
(

付
右
に
付
指
令
(
一

O
月
四
日
〉

札
幌
農
学
校
管
轄
等
の
件
ハ
勅
令
第
二

O
八口
3

2
一月一

O
日〉

J'-. 

ぺ二三

札
幌
農
学
校
設
立
の
要
旨
及
成
績

J'-. 

ノ可、

子
科
前
期
試
験
時
毘
割
伺
(
一
二
月
六
日
〉

八
一
九

本
科
前
期
試
験
時
間
部
通
知
〈
一
二
月
二
一
日
〉

明
治
二
七
年

新
学
科
受
持
時
間
数
に
つ
い
て
の
こ
月
九
臼
)
:
:
:
:
日

文
部
省
へ
移
管
一
年
延
期
の
菓
議
(
二
月
一

O
日〉

:
j
i
-
-
・日

明
治
一
一
六
年
景
況
報
告
(
二
月
二
ハ
臼
)
:
:
:
:
が

農
業
教
育
に
関
す
る
佐
藤
田
日
介
意
見
合

j
i
-
-・
押

稲

種

子

購

入

に

付

依

頼

ハ

一

二

月

二

九

日

〉

矧

J'-. 

gg 

3
'
9 323 321 330 329 324 323 

工
学
科
新
入
生
不
招
募
に
付
予
科
卒
業
生
無
試
験
入

の
件
第
二
高
等
中
学
校
へ
照
会
(
四
月
二
一
日
)
:
・
洲A『

B

付
右
に
付
回
答
(
五
月
二
四
日
〉

夕
張
学
問
地
に
お
い
て
土
地
問
墾
農
作
物
適
否
試
験

委
託
の
件
許
可
(
四
月
二
一
日
〉

34ラ

付
夕
張
学
田
地
に
お
い
て
篤
志
農
家
に
開
墾
等
依
託

に
付
伺
ハ
凶
月
六
日
〉

ノーム、

一一ノス

バゆ
ι

浬
麻
甜
菜
試
作
に
付
回
答
ハ
留
一
九
二
一
一
一
日
〉

:
j
i
-
-
:
・::・
4
w

付
亜
麻
甜
菜
試
作
の
儀
依
頼
(
四
月
一
七
日
)
・
:
:
:
・
j
i
-
-
-
M

第
一
一
高
等
中
学
校
へ
入
学
志
願
者
名
通
知
の
件

(五月一一一

O
臼〉

347 

ノ1

Yし

日
本
中
学
校
卒
業
生
無
試
験
入
学
に
付
依
頼

(
六
月
二
日
)

347 

尋
常
中
学
校
卒
業
生
等
予
科
相
当
級
へ
無
試
験
入
学

許
可
の
儀
伺
(
六
月
二
九
日
)
・

予
科
前
期
授
業
時
間
部
に
付
伺
ハ
八
月
一
ニ

O
日
)
:
j
i
-
-
:
:
川

本
科
前
期
授
業
時
間
割
(
九
月
〉
j
i
-
-
-
-
・
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
均

実
科
演
習
仮
規
程
(
九
月
〉

:
:
:
j
i
-
-
:
j
j
i
-
-
F

農
芸
伝
習
科
員
外
生
徒
講
習
に
付
新
聞
掲
載
草
稿
の

件
(
一
二
月
五
日
〉

3ラZ

八一言

学
生
試
作
地
と
し
て
北
海
道
庁
種
音
場
元
七
重
分
場



'4 

所
属
地
七

O
町
歩
交
付
の
儀
上
申
(
一
一

七
日
〉

:
:
:
i
m

明
治
二
八
年

助
教
授
橋
本
左
五
郎
を
ド
イ
ツ
へ
留
学
派
遣
の
儀
上

申
(
一
月
二

付
教
官
補
充
の
た
め

上
申
(
五
月
一
一
日
)

ヲ
Jマ'e

今

3

屯
田
兵
村
へ
獣
痘
派
遣
要
請
の
件
(
一
一
一
月
五
日
)
:
:
・
j
i
-
-
:向

明
治
ニ
七
年
景
況
報
告
。
一
月
一
八
日
〉

札
幌
農
学
校
所
属
の
地
所
建
物
維
持
資
金
編
入
等
の

髄
に
付
請
議
(
一
一
一
月
二
O
臼〉

:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
:
・j
i
-
-
:
:
:向

付
右
に
付
閣
議
会
一
月
二
七
日
)
:
:
:
:
i
・e
・-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
:
均

八四
O

札
韓
農
学
校
河
窓
会
所
有
不
動
産
寄
付
額

(
四
月
一
日
)

-̂-
ロ耳

札
幌
農
学
校
同
窓
会
所
有
財
産
寄
付
の
件
許
可

(
四
月
一
日
)

八四一一一

札
臨
農
学
校
長
職
務
規
程
制
定
の
件
(
四
月
一
日
〉

:
j
i
-
-
・州

札
幌
農
学
校
所
属
地
所
建
物
な
維
持
資
金
に
編
入
の

件
〈
四
月
二
日
)

八
回
開

工
学
科
卒
業
生
教
員
無
試
験
検
定
に
付
回
答

ハ
四
月
二
日
〉

3う7

八
四
五

付
境
問
末
太
郎
中
学
校
教
員
無
試
験
検
定
に
付
照
会

史
U

(一一一月二一一一日〉:・
:
:
:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
・
:
:
:
:
j
i
-
-
:
・:凶

校
務
規
程
制
定
の
件
(
鴎
月
四
日
)
j
i
-
-
:
:
:
j
i
-
-
・:::均

校
務
分
掌
に
関
す
る
辞
令
通
知
の
件
(
四
月
八
日
)
:
:
:
:
:
:
均

第
一
回
夕
張
学
田
地
小
作
地
縮
入
始
末
概
要
報
告

(
四
月
一
五
日
〉

八
四
七

37工

八四八

第
七
農
場
土
地
質
下
の
件
に
付
回
答
案
伺

(
四
月
三

oa)

八
閥
九

教
員
検
定
に
関
す
る
手
続
報
示
方
依
頼
(
五
月
三
日
〉
:
:
・
:
:
間

付
右
に
付
回
答
〈
五
月
八
日
〉

:
:
j
i
-
-
-
:
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
-
m

研
究
生
学
資
減
額
等
に
付
上
請
〈
六
月
一
一
一
白
〉

:
:
:
j
i
-
-
:
均

付
右
の
件
に
付
指
令
送
付
等
の
件
公
ハ
ヨ
一
七
日
)
j
i
-
-
:
均

維
持
資
金
に
編
入
の
地
所
建
物
に
付
申
進

(
六
月
一

0
8〉

八
蕊
(
)

八
五

375 

維
持
資
金
の
土
地
貸
与
を
随
意
契
約
と
す
る
件
請
議

ハ
六
月
一
一
一
一
日
〉

八
五
閥

円

y
句

J

吋べ
J

教
官
会
議
議
事
要
録
(
七
月
四
日
〉

j
i
-
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
:品
目

卒
業
論
文
借
用
依
頼
に
付
回
答
(
七
月
二
四
日
〉

:
j
i
-
-
:
:
・拘

付
高
岡
熊
雄
の
卒
業
論
文
借
用
の
儀
依
頼

〈七月一一一一一日〉

佐
瀬
辰
三
郎
平
野
他
一
一
一
音
松
の
辞
令
通
知
の
件



Iう

(
八
月
一
九
日
〉

八
五
六

札
幌
農
学
校
の
資
金
に
属
す
る
土
地
質
下
規
程

ハ
八
月
二
七
日
)

八
官
会
〕

教
官
会
議
議
事
要
録
ハ
九
月
五
日
〉

j
i
-
-
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:均

職
員
異
動
通
知
の
件
〈
九
月
一

o
a
〉:::・

j
i
-
-
:
j
i
-
-
・拘

臨
時
教
官
会
議
議
事
要
録
〈
九
月
一
七
日
)
・

;
:
i
j
i
-
-
-均

札
幌
農
学
校
職
員
調
(
九
月
一
一
一
o
a
)
j
i
-
-
j
i
-
-
-
:
:
:
:州

予
科
第
四
年
級
同
窓
倶
楽
部
よ
り
教
室
借
用
願
出
に

付
偲
(
一

O
月
二
八
日
〉

八
氏
八

八
五
九

八
六

教
官
会
議
議
事
要
録
(
二
月
二
八
日
〉

j
i
-
-
・:
:
j
i
-
-均

校
則
第
六
七
条
改
正
の
儀
達
案
〈
一
一
一
月
二
日
〉

明
治
二
九
年

八
六
四

予
科
四
年
級
修
業
者
の
資
格
等
に
付
回
答

(
一
一
八
日
)

付
予
科
第
四
年
級
修
業
者
資
格
等
に
付
間
合

(
二
月
一
西
日
〉

八
六
五

学
生
生
徒
の
組
織
す
る
学
会
調
査
に
付
図
答

〈
一
一
一
万
一
一
日
〉

/工
フT-ノ、
札
幌
農
学
校
資
金
増
殖
の
儀
に
付
葉
請

393 393 393 

(西月一一

O
臼〉

394 

八
六
甘

札
幌
農
学
校
卒
業
生
俸
給
額
の
儀
に
付
菓
請

(四月一一

0
8〉

八
六
八

校
則
改
正
の
儀
菓
請
〈
四
月
一
一
四
日
〉
・
:
:
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
-
J
m

明
治
二
八
年
調
査
報
告
(
四
月
一
一

δ
臼〉

j
i
-
-
・:
:
j
i
-
-
・似

ド
イ
ツ
語
授
業
時
間
増
加
の
儀
伺
(
五
月
二
日
〉

j
i
-
-
:
:
仰

校
則
改
正
の
件
認
可
ハ
六
月
一
一
一
二
日
)
j
i
-
-
・:
:
:
j
i
-
-
・::桝

札
幌
農
学
校
校
期
:
・
j
i
-
-
:
:
:
j
i
-
-
j
・
:
:
:
j
i
-
-
糾

校
則
改
正
実
施
期
限
に
付
上
申
〈
七
月
二
日
〉
・
・
・
・
・
・
初句ノ

付
右
に
付
回
答
ハ
八
月
四
日
)
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
j
i
-
-
-
H
V

校
期
実
施
取
調
委
員
会
決
議
録
報
告
(
八
月
五
羽
〉

:
:
j
i
-
-
仰

校
則
改
正
の
顛
末
等
に
付
報
告
(
八
月
三
百
〉
:
・
:
j
i
-
-
・仰

有
烏
武
郎
臨
時
入
学
許
可
に
付
伺
〈
八
月
二
九
日
)
:
:
:
;
仰

一
年
生
西
川
光
次
部
休
学
帯
、
出
に
付
伺

(一

O
月
一
一
臼
〉
:

4
 

札
幌
農
学
校
入
学
志
望
者
の
た
め
に
中
学
補
習
科
設

置
の
儀
上
申
ハ
一

O
月
二
七
日
〉
:
:
;
・
:
:
・
・
:
:
:
j
i
-
-
:
伊

教
官
会
議
議
事
録
略
記
(
一

O
月
二
八
日
)
j
i
-
-
・:
j
i
-
-
:
伊

フ
一
ブ
ヌ
原
野
維
持
資
金
編
入
の
儀
達
(
二
月
一
ニ

O
臼
)
:
:
:
初

前
学
期
試
験
時
間
割
上
申
(
士
一
月
一

o
a
)

初

八
六
九

ノペド
士コ
ζコ

f¥. 
tコ

八
七
四

八
七
六

八
七
七

八
七
八

八
七
九

八
八
口

f'-
/'-
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/九
ノ「、

農
学
科
及
び
工
学
科
卒
業
論
題
。
一
九
年
〉
・
:
:
:
制

明
治
三

O
年

八八四
八
八
五

句
/
4
・

弓
J4
・

政
務
調
査
に
関
す
る
件
に
付
回
答
ハ
一
月
一
一

O
臼

)
-
-
J
J・-仰

卒
業
生
川
江
秀
夫
を
官
費
留
学
生
に
推
薦
の
件

〈
一
二
月
三
日
〉

予
科
課
程
資
格
に
付
何
〈
一
月
二
日
〉

付
右
に
付
回
答
ハ
二
月
一
日
〉

八
八
六

教
授
定
員
二
名
増
員
に
付
上
山
中
(
一
一
一
月
二
六
日
〉

部
課
長
及
び
掛
員
任
命
の
儀
同
(
一
一
一
月
三

札
幌
農
学
校
教
授
定
員
改
正
の
件

(
勅
令
第
一

O
九
号
〉
ハ
四
月
一
一
一
一
日
)

八
八
七
八八八

八八九

法
学
研
究
会
よ
り
教
室
借
用
願
出
に
付
伺

ハ
五
月
一
日
〉

八九()

4
・
λ
汁

明
治
一
一
九
年
年
報
提
出
の
件
(
五
月
七
日
〉

:
:
:
j
i
-
-
・:::仰

ノI
:JL 

予
科
卒
業
生
第
一
一
高
等
学
校
へ
転
学
に
付
照
会

ハ
五
月
八
日
〉

/'. 
ブu

校
則
中
土
木
工
学
科
規
程
追
加
の
件
認
可

(
五
月
一

O
日〉

付
札
幌
農
学
校
校
則
追
加
の
儀
に
付
上
請

ハ
四
月
一
四
日
〉

440 440 438 44I 

八九一一一

伊
藤
広
幾
へ
第
五
第
六
農
場
監
督
嘱
託
の
件

(
六
月
七
日
)

八九四

4
・
A時
目

付
伊
藤
広
幾
へ
農
場
監
督
蝿
託
の
犠
伺
(
五
互
一
七
日
〉
:
:
仰

教
授
広
井
勇
免
官
の
儀
に
付
上
申
(
七
月
一

o
a〉:・
j
i
-
-
伊

八
九
五

原
十
太
平
野
他
喜
松
教
授
に
使
用
の
件
通
牒

(
八
月
六
包
〉

45I 

付
原
十
太
平
野
他
喜
松
教
授
に
任
用
の
儀
に
付
具
申

〈
七
月
二
O
B〉

八
九
六

4
a
 

土
木
工
学
科
学
科
課
程
制
定
の
件
認
可
ハ
八
月
七
日
)
i
・e
・-:伊

付
土
木
工
学
科
学
科
課
程
の
犠
に
付
伺
〈
七
月
三
一
日
〉
:
:
:
伊

寄
宿
舎
合
期
改
正
の
件
。
八
月
一
一
一
一
日
〉

:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
伊

京
都
帝
田
大
学
外
二
校
へ
教
育
勅
語
下
付
の
件

〈
九
月
一
一
一
日
)
・

A
守

札
幌
農
学
校
職
員
調
ハ
九
月
三
O
B
)
・
:
j
i
-
-
:
:
・j
i
-
-
m

第
五
第
六
農
場
小
作
人
に
関
す
る
農
産
品
評
会
幹
事

及
び
審
査
員
任
命
の
件
伺
〈
一
一
互
石
〉

:
:
:
:
:
j
i
-
-
・:ん円

高
岡
熊
雄
助
教
授
に
任
用
の
儀
に
付
兵
状

ハ
一
二
月
六
日
〉

八
九
七
八九八八九九8 

九
(
)

明
治
一
一
二
年

助
教
授
大
島
金
太
郎
を
ド
イ
ツ
ヘ
留
学
派
遣
の
儀
具
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状
ハ
一
月
七
日
)

札
幌
農
学
校
拡
張
に
関
す
る
意
見
書
進
達
の
件

三
月
一
一
一
一
口
μ
〉

九
(
)
四

予
修
科
設
置
に
関
し
校
則
追
加
の
儀
上
請

ハ二月一一一臼〉

付
一
予
修
科
設
置
に
関
す
る
理
白
書
等
送
付
の
件

(
二
月
一
七
日
〉

付
ニ
校
則
改
正
の
件
認
可
(
五
月
一
一
一
日
〉

九
(
)
五

新
渡
戸
教
授
非
職
の
儀
具
申
(
二
万
一
四
臼
〉

九
(
)
穴

第
一
一
学
期
試
験
時
間
割
通
知
(
一
一
一
万
一
五
日
〉

九
(
)
七

札
幌
農
学
校
卒
業
生
の
北
海
道
拓
殖
に
及
ぼ
せ
る
功

績
送
付
の
件
ハ
四
月
一
一
一
旦

九
(
)
八

ゥ，，Aマ

明
治
一
一

δ
年
年
報
提
出
の
件
ハ
四
月
一
一
一
日
〉

-
-
j
i
-
-
-
・
・
:
拘

簡
易
林
学
科
新
設
説
明
書
送
付
の
件
(
五
月
一
一
一
一
一
日
〉

ji---桝

九
(
)
九

ブU

く〉

パ
リ
万
国
博
覧
会
出
口
問
委
員
任
命
の
件

ハ
六
月
一

O
日〉

プし

商
議
委
員
会
規
程
制
定
の
件
ハ
七
月
二
八
日
)

ブL

商
議
委
員
使
命
の
犠
内
申
ハ
八
月
一
五
臼
)

:fu 

札
幌
農
学
校
の
資
金
に
属
す
る
北
海
道
土
地
貸
下
規

程
改
正
の
件
ハ
一

O
月
一
日
〉

473 478 477 477 474 490 490 489 49
' 

ブb

IE 

第
一
学
期
試
験
時
間
割
伺
(
一
二
月
六
日
〉

教
授
南
鷹
次
郎
に
学
位
授
与
の
儀
兵
山
中

(
一
二
月
二
一
一
一
日
〉

九
一
試

494 495 

明
治

九
一
六

助
教
授
松
村
松
年
を
ド
イ
ツ
へ
留
学
派
遣
の
犠
具
状

ハ一月一一一一一日
)

j

i

-

-

-

m

w

4
・

ブじ

ペコ

農
芸
伝
習
科
及
び
冬
期
講
習
科
に
関
す
る
校
期
改
正

の
件
菓
申
〈
一
一
四
日
〉

ラ04499 

付
右
の
件
認
可
(
一
一
一
万
一
一
一
一
日
〉

ブじ

ノl

つ森

ヰ
石設
日置

付
教
授
助
教
授
定
員
改
正
の
儀
上
申

う04

九
一
九

教
授
助
教
授
定
員
改
正
の
件
(
勅
令
第
一

O
五
号
〉

ハ一一一万一一二日〉

505 

文
部
省
直
轄
諸
学
校
官
制
改
正
の
件

(
勅
令
第
一

O
七
口
す
〉
(
四
月
四
日
)

505 

森
林
科
規
程
追
加
及
び
土
木
工
学
科
規
程
改
正
の
件

出
ザ
(
四
月
一
八
日
〉

rb 
O
 
R
ノo
 
z
 

宍
ノo
 
z
 

側、ノ

日
γ
:
j
i
-
-
-
W
J

a 
Lノ

付
右
の
件
認
可
(
五
月

校
長
職
務
規
程
制
定
の
件
ハ
四
月
一
一
八
S
〉

学
生
を
生
徒
と
改
称
の
儀
に
付
内
申
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九
…
一
回

舎
則
改
正
の
旨
達
(
五
月
一
一
一
一
日
〉

ブし

互王

予
修
科
土
木
工
学
科
森
林
科
農
芸
科
組
長
選
出
に
付

侍
(
一
一
月
一
七
日
)

明
治
一
二
三
年

九
一
一
六

助
教
授
高
岡
抽
出
…
雄
時
任
二
彦
海
外
向
関
学
に
付
申
入

(
二
月
八
日
)

農
芸
科
改
正
等
に
付
助
教
授
及
び
書
記
定
員
増
加
の

上
申
ハ
一
一
一
月
一
日
)

ブし

f¥. 

良
市
宇
部
長
植
物
問
長
及
び
簿
物
館
長
加
俸
に
関
す
る

上
申
ハ
一
一
一
月
一
臼
〉

ブL

プし

農
芸
科
生
徒
農
場
実
習
規
程
施
行
の
件

。
二
月
一
二
日
)
:
:

良
市
市
部
長
植
物
園
長
及
び
博
物
館
長
設
置
の
件

(
勅
令
第
八
四
号
)
(
一
一
一
月
二
九
日
)

間
以
事
部
長
等
加
俸
の
件
(
勅
令
第
八
五
号
)

(
一
一
一
月
二
九
日
〉

助
教
授
及
び
書
記
定
員
改
正
の
件
(
勅
令
第
八
六
号
)

(
一
二
月
二
九
回
)

農
事
部
巨
大
植
物
園
長
及
び
博
物
館
長
任
命
方
の
件
裏

中
(
凹
月
四
日
)

511 514 519 519 519 520 521 521 522 522 

就
職
に
関
し
卒
業
生
紹
介
の
件
(
五
月

土
木
工
学
科
卒
業
生
採
用
の
件
に
付
回
答

(
七
月
一
一
白
)

522 

日
」ノ

付
土
木
工
学
科
卒
業
生
の
紹
介
依
頼
ハ
七
月
一
二
日

)
i
j
i
-
-
m4・

バ守
門

y

校
則
改
正
追
加
の
件
認
可
(
九
月
八
沼
〉

付
校
則
改
正
追
加
の
件
葉
山
中
ハ
五
月
一
一
一
臼
〉

実
験
良
場
収
支
調
送
付
の
件
(
一

O
月
六
日
〉

明
治
三
四
年

九
一
ニ
八

農
学
校
の
拡
張
に
関
す
る
臨
時
費
概
算
に
付
回
答

(
二
月
一
一
一
一
日
)

537 

し
ご
↓
し

ブコ一白寸ノ

雨
竜
郡
森
林
を
農
学
校
維
持
資
金
に
編
入
の
件

(一一一月開日〉

537 

付
一
基
本
林
三
万
町
歩
譲
受
の
旨
上
申

ハ
一
一
一
三
年
八
月
一
日
〉

538 

付
ニ
基
本
林
と
し
て
五
万
町
歩
割
譲
方
葉
市

(
一
一
一
二
年
四
月
一

O
日
)

538 

付
一
ニ
基
本
林
譲
渡
に
付
内
務
省
よ
り
の
回
答
送
付
の
件

(
一
一
一
二
年
九
月
二
七
日
〉

541 540 

九
四
(
)

九
四
一

土
地
貸
下
規
程
改
正
の
件
(
四
月
悶
日
〉

基
本
林
と
し
て
森
林
二
万
町
歩
交
付
の
儀
菓
請
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〈
五
月
二
日
〉

付
天
塩
田
森
林
二
万
町
歩
維
持
資
金
に
編
入
の
件

(
一
二
五
年
一
月
一
一

O
日〉

助
教
授
伊
藤
清
蔵
を
ド
イ
ツ
へ
留
学
派
遣
の
儀
兵
状

ハ
五
月
一
八
日
〉

校
則
中
改
正
の
件
許
可
ハ
七
月
二
四
日
〉

付
土
木
工
学
科
及
び
森
林
科
に
関
す
る
校
則
改
正
の

儀
菓
請
(
四
月
一
五
日
〉

九四回

A
守

校
務
規
律
等
に
関
す
る
上
申
書

C

O月
二

O
R〉
J

J

・
-M

明
治
三
五
年

九四五

明
治
一
一
一
六
年
度
以
降
臨
時
部
予
算
調
書
送
付
の
件

ハ
一
月
二

O
臼〉

九四一一〈

qノ
卵、ノ

校
則
改
正
の
件
許
可
ハ
一
一
一
月
七
日
)
:
:
・
:
:
・
j
i
-
-
-
j
i
-
-
・・向

付
農
芸
科
採
点
方
法
に
関
す
る
校
則
改
正
の
件
菓
申

(
二
月
二
五
日
〉

九
四
七

助
教
授
星
野
勇
一
一
一
を
独
仏
両
国
へ
留
学
派
遣
の
儀
具

状
ハ
一
二
月
一
一
日
〉
:

教
授
定
員
改
正
の
件
上
申
ハ
一
一
一
月
二
一
石
〉

:
:
j
i
-
-
・
:
:
:
:
向

教
授
内
問
富
士
口
依
願
免
兼
官
の
犠
菓
申

ハ一一一月一一
O
日〉

九
四
八
九四九

ラ4Iう42542 542 

学
資
支
給
規
程
廃
止
の
儀
菓
請
〈
一
一
一

E
δ
日
)
:
j
i
-
-
・
:
州

の
件
許
可
ハ
一
二
万
一
一
一
一
日
〉

:
:
:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
・:::拘

付付
ニ
校
費
生
及
び
給
費
生
学
資
支
給
細
則

ハ一一一月一一一一日〉・:・

ブu
Z王

半
沢
掬
助
教
授
に
任
用
の
儀
兵
状
ハ
一
二
日
月
二

O
日
〉
・
・
・
:
・
:
同

文
部
省
直
轄
諸
学
校
職
員
定
員
令
(
勅
令
第
九
九
号
〉

(
三
月
二
七
日
)

予
修
科
土
木
工
学
科
及
び
森
林
科
入
学
試
験
実
施
方

依
頼
(
七
月
一
日
〉

九五四

宍
一
戸
乙
熊
教
授
に
任
用
の
犠
薬
中
ハ
八
月
五
日
〉
・
:
j
i
-
-
:
・向

松
村
松
年
教
授
に
任
用
の
犠
菓
中
〈
一
一
月
四
日
〉
・
:
j
i
-
-
m

森
林
科
学
諜
目
中
英
語
を
ド
イ
ツ
語
に
改
正
の
儀
菓

請
ハ
一
一
月
一

九五五九一五〈

570 570 

付
右
の
件
許
可
(
一
二
月
二
七
日
〉

明
治
三
六
年

千
葉
曲
一
一
鳳
治
採
用
の
件
に
付
回
答
合
一
月
一

ラ75

臼
」ノ

付
千
葉
豊
治
採
用
の
件
に
付
台
湾
総
督
府
よ
り
照
会

(
二
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〉
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